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新
しん

聞
ぶん

・雑
ざ っ し

誌から見
み

る現
げん

代
だい

日
に

本
ほん

第
だい
21回

かい

　このコーナーでは、新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
の記

き
事
じ
を通

とお
して現

げん
代
だい
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
を紹

しょう
介
かい
するとともに、日

に
本
ほん
語
ご
を教
おし
える先

せん
生
せい
方
がた
が、

新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
の記

き
事
じ
などの生

なま
教
きょう
材
ざい
をどうやって教

きょう
材
ざい
化
か
し、中

ちゅう
・上

じょう
級
きゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
の授
じゅ
業
ぎょう
にどう活

かつ
用
よう
できるかを提

てい
案
あん
して

いきます。今
こん
回
かい
は「もったいない」に関

かん
する記

き
事
じ
を取

と
り上

あ
げますが、実

じっ
際
さい
の教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
の流

なが
れにそって質

しつ
問
もん
と記

き
事
じ

を提
てい
示
じ
しました。

　「読
よ
む前

まえ
に」と＜キーワード＞の部

ぶ
分
ぶん
は、いきなり記

き
事
じ
を読

よ
ませるのではなく、記

き
事
じ
に関

かん
する背

はい
景
けい
知
ち
識
しき
を整

せい
理
り

して、読
よ
む準

じゅん
備
び
をさせることを目

もく
的
てき
にしています。「読

よ
む前
まえ
に」の質

しつ
問
もん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が話

わ
題
だい
に関
かん
してどんな情

じょう
報
ほう
や

イメージを持
も
っているかを引

ひ
き出

だ
したり、記

き
事
じ
の内

ない
容
よう
を予

よ
測
そく
させたりすることで、記

き
事
じ
を読

よ
む意

い
欲
よく
を高
たか
めること

を狙
ねら
っています。「読

よ
んだ後

あと
で」の質

しつ
問
もん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に記

き
事
じ
を読

よ
んで自

じ
分
ぶん
の頭

あたま
の中

なか
に作

つく
り上

あ
げたイメージを表

ひょう
現
げん
さ

せたり、記
き
事
じ
への反

はん
応
のう
を他

ほか
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
と交

こう
換
かん
させたりすることを目

もく
的
てき
にしています。

読
よ
む前

まえ
に

　ノーベル平
へい
和
わ
賞
しょう
を受

じゅ
賞
しょう
したケニアの環

かん
境
きょう
活
かつ
動
どう
家
か
、

ワンガリ・マータイさんが日
に
本
ほん
語
ご
の「もったいない」

という言
こと
葉
ば
に共

きょう
鳴
めい
しているというニュースが話

わ
題
だい
に

なってから、「もったいない」という言
こと
葉
ば
が見

み
直
なお
さ

れて、環
かん
境
きょう
問
もん
題
だい
のキーワードにもなっています。

　さて、「もったいない」とはどういう意
い
味
み
でしょ

うか。ただ単
たん
に「無

む
駄
だ
だ・惜

お
しい」だけの意

い
味
み
では

ありません。辞
じ
書
しょ
にはいくつかの意

い
味
み
が上

あ
げられて

いますが、今
いま
話
わ
題
だい
になっているのは「人

ひと
や物

もの
が本

ほん

来
らい
の価

か
値
ち
にふさわしい扱

あつか
いをされないでいるのが残

ざん

念
ねん
だ。物

もの
の価

か
値
ち
を無

む
駄
だ
にして不

ふ
満
まん
である」の意

い
味
み
で

の使
つか
い方

かた
です。例

たと
えば「この服

ふく
はまだ着

き
られるのに

捨
す
ててしまうのはもったいない」などと使

つか
います。

「もったいない」はもともと恐
おそ
れ多

おお
いという気

き
持
も
ち

から出
で
た言

こと
葉
ば
で、大

たい
切
せつ
に扱

あつか
われるべき高

こう
貴
き
で価

か
値
ち
の

あるものがそれに見
み
合
あ
う扱

あつか
いがされずに、粗

そ
末
まつ
に扱

あつか

われたり無
む
駄
だ
にされたりするときに感

かん
じる申

もう
し訳

わけ
な

いという気
き
持
も
ちのときに使

つか
っていました。

　物
もの
の価

か
値
ち
を認

みと
めて心

こころ
をこめて大

たい
切
せつ
に使

つか
い、その価

か

値
ち
を十

じゅう
分
ぶん
に生

い
かす使

つか
い方

かた
や考

かんが
え方
かた
がこれからの資

し
源
げん

保
ほ
全
ぜん
にも役

やく
立
だ
つことになるでしょう。

＜キーワード＞　 

食
しょく
品
ひん
廃
はい
棄
き
物
ぶつ
、賞

しょう
味
み
期
き
限
げん
、回
かい
収
しゅう
、欠

けっ
品
ぴん
、返
へん
品
ぴん
、

削
さく
減
げん

質
しつ
問
もん
１：記

き
事
じ
の写
しゃ
真
しん
は次

つぎ
のどれだと思

おも
いますか。

　　　　①あるコンビニ※で出
で
た一

いっ
週
しゅう
間
かん
分
ぶん
のごみ

　　　　②あるコンビニで出
で
た三
みっ
日
か
分
ぶん
のごみ

　　　　③あるコンビニで出
で
た一
いち
日
にち
分
ぶん
のごみ

質
しつ
問
もん
２： あなたは日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
のなかでどんなことを

「もったいない」と感
かん
じますか。

※ コンビニエンスストアの略
りゃく
称
しょう
。年

ねん
中
じゅう
無
む
休
きゅう
で小

しょう
規
き
模
ぼ
の店

てん
舗
ぽ

ながら多
た
品
ひん
種
しゅ
を扱

あつか
う小

こ
売
うり
店
てん
のこと。

もったいない

MOTTAINAI（It’s so wasteful）
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▲毎
まい
日
にち
新
しん
聞
ぶん
　2005年

ねん
 6 月

がつ
 6
むい
 日
か

①②

③

④⑤

⑥⑦

⑧
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＜解
かい
答
とう
例
れい
＞

質
しつ
問
もん
１： ③

質
しつ
問
もん
２：（省

しょう
略
りゃく
）

質
しつ
問
もん
３：第

だい
５段
だん
落
らく
。60 万

まん
。300 万

まん
。

質
しつ
問
もん
４：①キ、②オ、③イ、④エ、⑤ウ

質
しつ
問
もん
５： 欠

けっ
品
ぴん
（売

う
り切

き
れる商

しょう
品
ひん
）が出

で
るとお客

きゃく
さんはほかの店

みせ
に行

い
ってしまうから、店

みせ
側
がわ
は１割

わり
程
てい
度
ど
余
よ
分
ぶん
に

弁
べん
当
とう
類
るい
を仕

し
入
い
れ、その結

けっ
果
か
大
たい
量
りょう
の食

しょく
品
ひん
廃
はい
棄
き
物
ぶつ
が出

で
る。その上

うえ
、品

しな
ぞろえを充

じゅう
実
じつ
させるようにという

本
ほん
部
ぶ
からのプレッシャーもある。

質
しつ
問
もん
６： 序

じょ
論
ろん
は第

だい
１～２段

だん
落
らく
。賞

しょう
味
み
期
き
限
げん
が近
ちか
づくと商

しょう
品
ひん
がごみ（廃

はい
棄
き
物
ぶつ
）に変

か
わる。

　　　　本
ほん
論
ろん
は第

だい
３～６段

だん
落
らく
。日

に
本
ほん
全
ぜん
体
たい
で見

み
ると一

いち
日
にち
に 300 万

まん
人
にん
分
ぶん
の食

しょく
事
じ
を捨

す
てている。

　　　　結
けつ
論
ろん
は第

だい
７～ 8段

だん
落
らく
。現
げん
状
じょう
に対

たい
し、経

けい
営
えい
者
しゃ
側
がわ
からも見

み
直
なお
しの声

こえ
が上

あ
がり始

はじ
めた。

質
しつ
問
もん
７：（省

しょう
略
りゃく
）

今
こん
回
かい
取
と
り上

あ
げたテーマや練

れん
習
しゅう
案
あん
についてのご意

い
見
けん
をお待

ま
ちしています。また、今

こん
回
かい
の記

き
事
じ
を使

つか
って授

じゅ
業
ぎょう
をしたときの様

よう
子
す
や

結
けっ
果
か
などを編

へん
集
しゅう
部
ぶ
までお寄

よ
せください。このコーナーの担

たん
当
とう
：柴
しば
原
はら
智
とも
代
よ
、北
きた
村
むら
武
たけ
士
し
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

読
よ
んだ後

あと
で

質
しつ
問
もん
３： 見

み
出
だ
しの「300万

まん
人
にん
分
ぶん
捨
す
てる」ということを詳

くわ
しく書

か
いてあるのは、第

だい
何
なん
段
だん
落
らく
ですか。その段

だん
落
らく
をよく

読
よ
んで（　　　　　）に適

てき
切
せつ
な言
こと
葉
ば
を入

い
れてください。

日
に
本
ほん
全
ぜん
国
こく
のコンビニやスーパーから出

で
る賞

しょう
味
み
期
き
限
げん
切
ぎ
れや返

へん
品
ぴん
などの売

う
れ残

のこ
り食

しょく
品
ひん
の量

りょう
は、一

いち
年
ねん
に約

やく

（　　　）トンである。これを一
いち
日
にち
にあてはめると（　　　）人

にん
分
ぶん
の食

しょく
事
じ
に相

そう
当
とう
する。日

に
本
ほん
では毎

まい

日
にち
これらの食

しょく
品
ひん
が捨

す
てられていることになる。

質
しつ
問
もん
４： 次

つぎ
の①～⑤は、記

き
事
じ
の中
なか
でどういう意

い
味
み
で使
つか
われているでしょうか。ア～キの中

なか
から適

てき
切
せつ
なものを選

えら
ん

でください。

 　① ひしめく

 　② 激
げき
戦
せん
地
ち

 　③ お客
きゃく
さんが逃

に
げる

 　④ 心
こころ
は痛

いた
む

 　⑤ 懐
ふところ
が痛

いた
まない

質
しつ
問
もん
５： 記

き
事
じ
の中
なか
のコンビニで、大

たい
量
りょう
の食

しょく
品
ひん
廃
はい
棄
き
物
ぶつ
が出

で
る理

り
由
ゆう
は何

なん
ですか。

質
しつ
問
もん
６：第

だい
１段

だん
落
らく
～第

だい
７段

だん
落
らく
までを序

じょ
論
ろん
・本

ほん
論
ろん
・結

けつ
論
ろん
に分

わ
け、それぞれの内

ない
容
よう
を一
いち
文
ぶん
で表

あらわ
してください。

質
しつ
問
もん
７： 【発

はっ
展
てん
・話

はな
す練

れん
習
しゅう
】第

だい
７段

だん
落
らく
でコンビニ会

がい
社
しゃ
の社

しゃ
長
ちょう
が「膨

ぼう
大
だい
な廃

はい
棄
き
が出

で
る仕

し
組
く
みを変

か
えなければ」と

言
い
っていますが、どう変

か
えればいいと思

おも
いますか。グループに分

わ
かれコンビニ会

がい
社
しゃ
の役
やく
員
いん
になったつも

りで改
かい
革
かく
案
あん
を考

かんが
えてください。次

つぎ
に、各

かく
グループの改

かい
革
かく
案
あん
を発
はっ
表
ぴょう
し、実

じつ
現
げん
性
せい
や採

さい
算
さん
性
せい
の観

かん
点
てん
からどの改

かい

革
かく
案
あん
がいいか話

はな
し合

あ
ってください。

ア． お客
きゃく
さんが恐

こわ
がって来

こ
なくなってしまうこと

イ． お客
きゃく
さんがほかの店

みせ
に行

い
ってしまうこと

ウ． 自
じ
分
ぶん
のお金

かね
を出

だ
さないこと

エ． すまないという気
き
持
も
ちで苦

くる
しくなること

オ． 競
きょう
争
そう
相
あい
手
て
が多
おお
く商

しょう
売
ばい
が大

たい
変
へん
なところ

カ． 危
き
険
けん
なところ

キ． 一
ひと
つのところに同

どう
類
るい
ものが多

た
数
すう
集
あつ
まっていること


